
昨今の大学をめぐる問題について、竹内洋・関西大学東京センター長と、

作家で元外務省主任分析官の佐藤優・同志社大学神学部客員教授・学

長特別補佐（東京担当）の二人が語り尽くします。

大学で何を学ぶのか。教員が何を教え、学生はそこで何を学ぶのか。そも

そも、なぜ大学が必要なのか。次世代の大学のあり方とは。

さまざまな角度から、碩学と鬼才の縦横無尽なトークは必聴です。ぜひお

運びください。

京都大学名誉教授、関西大学名誉教授・
関西大学東京センター長

1942年生まれ。京都大学教育学部卒業、同大学院博士課程退学。
関西大学社会学部専任講師、助教授、教授を経て、京都大学教育
学部・同大学院教授、同学部長、研究科長、評議員を歴任。2005年
京都大学定年後、関西大学に再任。2012年より関西大学東京セン
ター長。博士（教育学）。

作家・元外務省主任分析官・
同志社大学神学部客員教授（学長特別顧問、東京担当）

1960年東京都生まれ。大宮市（当時）で高校卒業まで育つ。埼玉県
立浦和高校卒業後、同志社大学神学部に進学。同大学院神学研究
科修了。在学中は組織神学、無神論を学ぶ。在英国日本国大使館、
在ロシア連邦日本国大使館に勤務した後、本省国際情報局主任分
析官（課長補佐級）。外交官としての勤務の傍ら、モスクワ大学哲学
部や東京大学教養学部非常勤講師も務めた。

参加費：無料
定　員：100名（定員になり次第締め切ります）
主　催：関西大学東京センター
後　援：時事通信出版局
問合せ先：03-3211-1670 / ku-tokyo@ml.kandai.jp （関西大学東京センター）

2020年1月14日（火）
関西大学東京センター
（東京都千代田区丸の内1-7-12  サピアタワー9階）

18時30分～
20時30分

国公立大学の
授業料、高過ぎると
思いませんか？

就活は、やはり
日本の経済界の
問題ですね。

佐藤 優竹内 洋

公開
対談

これからの大学を考える
『大学の問題 問題の大学』刊行記念　

●お申込みはWEBからお申込ください

　http://www.kansai-u.ac.jp/tokyo/


